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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期

第３四半期

連結累計期間

第69期

第３四半期

連結累計期間

第68期

会計期間
自　平成26年１月１日

至　平成26年９月30日

自　平成27年１月１日

至　平成27年９月30日

自　平成26年１月１日

至　平成26年12月31日

売上高 （千円） 3,928,569 3,713,892 5,168,665

経常利益 （千円） 185,215 277,381 208,081

四半期（当期）純利益 （千円） 83,877 181,131 126,324

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 88,340 193,277 131,976

純資産額 （千円） 2,030,809 2,249,778 2,074,445

総資産額 （千円） 3,636,091 3,989,680 3,645,248

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

（円） 4.73 10.21 7.12

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 54.7 55.4 55.8
 

 

 

回次

第68期

第３四半期

連結会計期間

第69期

第３四半期

連結会計期間

会計期間
自　平成26年７月１日

至　平成26年９月30日

自　平成27年７月１日

至　平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

（円） △1.16 0.59
 

 

(注)  １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融緩和による円安の定着を背景に、輸出や設備投資に回復の

兆しがみられるなど穏やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら今後実施される10％への消費税増税に起因

されるであろう消費の鈍化に対する懸念や、中国の景気減速懸念等の懸念材料もあり、先行き不透明感が残されてお

ります。このような状況のもと、当社グループは、積極的な営業活動に取り組み、技術開発力の強化、経費の削減等

諸施策を積極的に展開いたしました結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高37億13百万円（前年同期比

5.5％減）、経常利益２億77百万円（同49.8％増）、四半期純利益１億81百万円（同115.9％増）となりました。

 
セグメントの業績を示すと次のとおりです。

（鋼製品関連事業）

鋼製品関連事業の売上高は10億85百万円（前年同期比0.5％減）となりました。耐火性だけでなく、情報保護、防

盗性強化等多様化する顧客ニーズに対応するため、操作履歴機能付指紋認証キーボックス、指紋認証耐火金庫、

データメディア耐火金庫等高付加価値製品の販売促進等積極的な営業展開に努めましたが、前年実績を下回りまし

た。

（デンタル関連事業）

デンタル関連事業の売上高は10億49百万円（前年同期比2.3％減）となりました。各種歯科用ユニット等の新規開

拓及び買替需要に対する営業活動等積極的に展開いたしましたが、前年実績を下回りました。

（書庫ロッカー関連事業）

書庫ロッカー関連事業の売上高は12億56百万円（前年同期比10.9％増）となりました。札幌工場・川島工場の生

産性向上、新規開拓推進等に努めました結果、前年実績を上回りました。

（ＯＡフロア関連事業）

ＯＡフロア関連事業の売上高は１億16百万円（前年同期比17.6％増）となりました。

（不動産賃貸関連事業）

不動産賃貸関連事業の売上高は売上高は１億57百万円（前年同期比50.4％増）となりました。

（その他）

その他の売上高は46百万円（前年同期比89.0%減）となりました。

 
なお、報告セグメントの区分を変更しており、前年同期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメン

ト区分に組み替えた数値で比較しております。

 
（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は39億89百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億44百万円増加しまし

た。
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（流動資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金の増加１億48百万円、受取手形及び売掛金の増加１億28百

万円、繰延税金資産の増加43百万円等により、３億19百万円増加しました。

（固定資産）

固定資産は、前連結会計年度末に比べ、投資有価証券の増加20百万円、建物及び構築物の減少36百万円、機械装

置及び運搬具の増加47百万円等により、24百万円増加しました。

（流動負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金の減少73百万円、未払法人税等の増加82百万円、賞

与引当金の増加93百万円により、１億70百万円増加しました。

（固定負債）

固定負債は、前連結会計年度末に比べ、繰延税金負債の減少４百万円等により、１百万円減少しました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ、利益剰余金の増加１億63百万円等により、１億75百万円増加しました。

 
（３）事業上及び財務上の対処すべき問題

当第３四半期連結累計期間において、当社の事業及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 
（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において支出した研究開発費の総額は94百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 71,000,000

計 71,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成27年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 17,760,000 17,760,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数
1,000株

計 17,760,000 17,760,000 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

 
(千円)

資本金残高

 
(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成27年９月30日 ― 17,760 ― 1,090,800 ― 64,000
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

 
① 【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
  普通株式 11,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,729,000 17,729 －

単元未満株式 普通株式 20,000 － －

発行済株式総数  17,760,000 － －

総株主の議決権  － 17,729 －
 

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成27年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 
② 【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

日本アイ・エス・
ケイ株式会社

東京都台東区

元浅草2-7-13
11,000 － 11,000 0.06

計 － 11,000 － 11,000 0.06
 

 
２ 【役員の状況】

　　　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第３四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年９月30日まで）の四半期連結財務

諸表について、監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 271,499 420,347

  受取手形及び売掛金 ※2  1,199,893 1,328,596

  商品及び製品 166,382 137,998

  仕掛品 21,382 23,971

  原材料 109,347 132,099

  繰延税金資産 22,948 66,140

  その他 2,240 3,370

  貸倒引当金 △840 △142

  流動資産合計 1,792,853 2,112,382

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 528,516 491,726

   機械装置及び運搬具（純額） 91,292 138,330

   土地 980,731 980,731

   その他（純額） 9,403 10,001

   有形固定資産合計 1,609,943 1,620,790

  無形固定資産   

   ソフトウエア 6,261 5,083

   電話加入権 7,084 7,084

   無形固定資産合計 13,345 12,167

  投資その他の資産   

   投資有価証券 106,035 126,152

   退職給付に係る資産 38,262 34,022

   敷金及び保証金 84,508 83,856

   その他 300 310

   投資その他の資産合計 229,106 244,340

  固定資産合計 1,852,395 1,877,298

 資産合計 3,645,248 3,989,680
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  824,586 750,978

  未払金 153,554 187,859

  未払法人税等 42,765 125,734

  未払消費税等 72,830 50,253

  賞与引当金 46,719 139,752

  その他 186,061 242,255

  流動負債合計 1,326,516 1,496,835

 固定負債   

  繰延税金負債 84,169 79,643

  役員退職慰労引当金 31,575 36,279

  厚生年金基金解散損失引当金 56,239 56,239

  その他 72,302 70,905

  固定負債合計 244,286 243,066

 負債合計 1,570,803 1,739,901

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,090,800 1,090,800

  資本剰余金 64,000 64,000

  利益剰余金 859,941 1,023,323

  自己株式 △1,591 △1,785

  株主資本合計 2,013,150 2,176,337

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 21,543 33,524

  その他の包括利益累計額合計 21,543 33,524

 少数株主持分 39,751 39,916

 純資産合計 2,074,445 2,249,778

負債純資産合計 3,645,248 3,989,680
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 3,928,569 3,713,892

売上原価 2,885,076 2,634,970

売上総利益 1,043,492 1,078,922

販売費及び一般管理費 870,879 832,187

営業利益 172,613 246,734

営業外収益   

 受取利息 1 1

 受取配当金 1,506 1,706

 作業くず売却益 11,261 9,390

 助成金収入 1,405 1,500

 補助金収入 － 14,970

 その他 2,707 3,418

 営業外収益合計 16,883 30,987

営業外費用   

 支払利息 4,206 －

 手形売却損 73 297

 その他 0 43

 営業外費用合計 4,281 340

経常利益 185,215 277,381

特別損失   

 固定資産除却損 526 3

 厚生年金基金解散損失引当金繰入額 56,239 －

 特別損失合計 56,766 3

税金等調整前四半期純利益 128,449 277,378

法人税、住民税及び事業税 88,759 148,018

法人税等調整額 △45,789 △51,936

法人税等合計 42,970 96,081

少数株主損益調整前四半期純利益 85,479 181,296

少数株主利益 1,601 165

四半期純利益 83,877 181,131
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 85,479 181,296

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,860 11,980

 その他の包括利益合計 2,860 11,980

四半期包括利益 88,340 193,277

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 86,738 193,112

 少数株主に係る四半期包括利益 1,601 165
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 
(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理)

該当事項はありません。

 
(追加情報)

該当事項はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

１　受取手形割引高

 

 前連結会計年度
（平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
（平成27年９月30日)

受取手形割引高 －千円 100,050千円
 

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

 

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。
なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結会計年度
末残高に含まれております。

　

 前連結会計年度

（平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

（平成27年９月30日)

受取手形 26,776千円 －千円

支払手形 25,238千円 －千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　平成26年１月１日

至　平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成27年１月１日

至　平成27年９月30日)

減価償却費 56,772千円 69,122千円

 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日）

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月28日
定時株主総会

普通株式 17,750 1.00 平成25年12月31日 平成26年３月31日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年3月27日定
時株主総会

普通株式 17,749 1.00 平成26年12月31日 平成27年３月30日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

鋼製品

関連事業

デンタル

関連事業

書庫ロッカー

関連事業

ＯＡフロア

関連事業

不動産賃貸

関連事業
計

売上高           

1.外部顧

客への

売上高

1,091,166 1,074,706 1,133,406 99,454 104,811 3,503,545 425,023 3,928,569 － 3,928,569

2.セグメ

ント間

の内部

売上高

又は振

替高

－ － 4,969 － － 4,969 － 4,969 △4,969 －

計 1,091,166 1,074,706 1,138,376 99,454 104,811 3,508,515 425,023 3,933,539 △4,969 3,928,569

セグメン

ト利益
128,733 81,745 77,368 11,146 70,100 369,094 14,258 383,352 △210,739 172,613

 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工具の販売等を行っております。

２ セグメント利益の調整額△210,739千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

鋼製品

関連事業

デンタル

関連事業

書庫ロッカー

関連事業

ＯＡフロア

関連事業

不動産賃貸

関連事業
計

売上高           

1.外部顧

客への

売上高

1,085,981 1,049,999 1,256,424 116,982 157,680 3,667,067 46,824 3,713,892 － 3,713,892

2.セグメ

ント間

の内部

売上高

又は振

替高

－ － 7,488 － － 7,488 － 7,488 △7,488 －

計 1,085,981 1,049,999 1,263,912 116,982 157,680 3,674,555 46,824 3,721,380 △7,488 3,713,892

セグメン

ト利益
154,537 56,389 105,628 8,176 115,769 440,502 8,556 449,058 △202,323 246,734

 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工具の販売等を行っております。

２ セグメント利益の調整額△202,323千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 
３.報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、「自動車関連事業」について量的な重要性が減ったため、「その他」に含めて記

載する方法に変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間

(自　平成26年１月１日

　至　平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成27年１月１日

　至　平成27年９月30日)

１株当たり四半期純利益（円） 4.73 10.21

  （算定上の基礎）   

  四半期純利益（千円） 83,877 181,131

  普通株主に帰属しない金額（千円） － －

  普通株式に係る四半期純利益（千円） 83,877 181,131

  普通株式の期中平均株式数（千株） 17,750 17,749
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 

 

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月13日

日本アイ・エス・ケイ株式会社

取締役会  御中

 

監査法人日本橋事務所
 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   森　　岡　　健　　二　　㊞

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   遠　　藤　　洋　　一　　㊞

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士    千　　保　　有　　之　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本アイ・エ

ス・ケイ株式会社の平成27年１月１日から平成27年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年

７月１日から平成27年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年９月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運営することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本アイ・エス・ケイ株式会社及び連結子会社の平成27年９月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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